
　
　
　箱
根
町
環
境
基
本
計
画

　
　
　の
方
針
及
び
考
え
方
に

つ
い
て

　
　
　
　
計
画
策
定
に
当
た
り
、

　
　
　
町
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
保
全
創
造
し
、
将
来
世
代
を

含
め
て
町
民
が
良
好
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
環
境
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、

目
指
す
べ
き
環
境
像
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
目
的
と
し
、
環
境

負
荷
の
低
減
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
地
球
環
境
問
題
の
中
で
、

「
低
炭
素
・
循
環
」
「
環
境
学

習
・
環
境
保
全
活
動
」
「
自
然

と
の
共
生
・
環
境
文
化
」
「
健

康
・
安
心
・
快
適
」
を
計
画
の

対
象
範
囲
と
し
て
い
る
。
ま
た

計
画
の
策
定
に
当
た
り
町
民
の

み
な
さ
ま
か
ら
意
見
を
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
専
門
的
、
学
術
的

見
地
か
ら
、
適
切
で
あ
る
旨
の

答
申
も
出
て
い
る
。

　
　
　災
害
時
要
援
護
者
の
支

　
　
　援
体
制
を
構
築
す
る
た

め
に
要
援
護
者
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

　
　
　
で
町
が
作
成
し
た
仕
様

書
に
基
づ
き
、
機
能
の
有
無
、

性
能
等
、
導
入
見
積
額
、
保
守

管
理
費
用
等
を
提
示
し
て
い
た

だ
き
、
選
定
し
決
定
し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
災
害
時

要
援
護
者
避
難
支
援
計
画
に
基

づ
き
、
作
成
し
た
要
援
護
者
ご

と
の
個
別
計
画
や
既
に
複
数
課

で
所
有
し
て
い
る
情
報
を
一
元

管
理
し
、
災
害
時
の
避
難
支
援

や
、
安
否
確
認
な
ど
、
的
確
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
導
入
し
た
。

　
ま
た
避
難
支
援
等
に
あ
っ
て

は
、
要
援
護
者
、
避
難
所
、
避

難
支
援
者
な
ど
の
情
報
等
を
地

図
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

迅
速
な
対
応
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、

地
域
の
支
援
者
等
に
よ
る
、
日

ご
ろ
の
見
守
り
活
動
に
利
用
す

る
こ
と
で
、
要
援
護
者
に
と
っ

て
安
心
し
た
町
づ
く
り
が
構
築

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

環境
福祉

　
　
　
箱
根
教
育
も
定
着
し
新

　
　
　学
習
指
導
要
領
も
昨
年

か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ど
の

様
に
巣
立
っ
て
い
く
の
か
、
楽

し
み
で
す
。
そ
こ
で
平
成
23
年

度
箱
根
教
育
の
取
り
組
み
と
現

状
に
つ
い
て
、
幼
稚
園
ミ
ニ
マ

ム
の
内
容
と
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　
箱
根
教
育
は
、
地
域

　
　
　
教
育
、
箱
根
ミ
ニ
マ
ム
、

心
の
教
育
（
お
も
て
な
し
）
、

情
報
教
育
、
国
際
理
解
教
育
の

五
つ
の
分
野
で
構
成
さ
れ
て
い

る
教
育
で
あ
る
。
来
年
度
、
学

習
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、
学
力
向

上
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
。
さ
ら
に
高
校
入

試
制
度
が
変
わ
る
こ
と
か

ら
、
中
学
３
年
生
を
対
象

に
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を

実
施
し
て
い
く
。
幼
稚
園

ミ
ニ
マ
ム
は
、
幼
・
保
・

小
の
連
携
の
核
と
な
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
園
児
が

小
学
校
生
活
へ
と
円
滑
に

移
行
で
き
、
何
を
身
に
つ

け
て
き
た
の
か
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。
箱
根
町
は

幼
稚
園
、
保
育
園
が
全
て
公
立

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
来
る
こ

と
で
あ
り
、
神
奈
川
県
で
も
初

の
試
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　学
力
向
上
の
取
り
組
み

　
　
　を
強
化
し
て
い
く
と
い

う
事
で
、
小
学
校
は
補
習
授
業
、

中
学
校
は
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

を
実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
他
の
市
町
村
で
も
似
た

よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
他
の
市
町
村
で
は
や

　
　
　
っ
て
い
な
い
。
希
望
者

を
対
象
に
基
本
、
基
礎
を
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

施
政
方
針
に
つ
い
て
（
箱
根
教
育
）

学校
教育

QQAA

QQAA

　
　
　箱
根
町
の
防
災
対
策
の

　
　
　要
と
な
る
地
域
防
災
計

画
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
地
域
防
災
計
画
は
、

　
　
　
市
町
村
の
災
害
対
策
に

つ
い
て
災
害
予
防
、
災
害
応
急

対
策
、
及
び
災
害
復
旧
に
関
す

る
こ
と
を
定
め
、
防
災
活
動
を

総
合
的
、
計
画
的
に
実
施
し
、

災
害
時
の
社
会
秩
序
維
持
、
公

共
福
祉
の
確
立
に
よ
り
、
町
勢

の
発
展
を
期
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
全
国
の
市
町
村
で
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め

て
お
り
、
箱
根
町
で
も
、
見
直

し
を
進
め
て
い
る
。
現
時
点
で

は
、
町
と
し
て
の
検
討
課
題
の

抽
出
、
精
査
を
進
め
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
課
題
は
町
民
の
防

災
意
識
の
高
揚
・
情
報
伝
達
手

段
の
充
実
・
被
災
者
対
策
の
強

化
・
新
た
な
課
題
と
し
て
、
各

施
設
、
帰
宅
困
難
者
対
策
、
放

射
性
物
質
の
対
応
、
大
規
模
停

電
時
の
対
応
な
ど
、
東
日
本
大

震
災
で
、
特
に
課
題
と
な
っ
た

事
柄
・
他
市
町
村
と
の
連
携
強

化
で
あ
る
。
遠
方
市
町
村
と
の

防
災
協
定
が
効
果
的
と
な
る
の

で
姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道
洞

爺
湖
町
と
の
防
災
協
定
の
締
結

を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
今
後
の
被
災
者
救
援
に

　
　
　対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
の
被

　
　
　
災
地
支
援
は
、
被
災
者

の
相
談
窓
口
の
相
談
業
務
、
義

援
金
の
取
り
扱
い
、
震
災
直
後

か
ら
実
施
し
て
い
る
被
災
地
へ

の
職
員
派
遣
も
継
続
し
、
新
年

度
か
ら
は
福
島
県
浪
江
町
へ
行

政
職
員
を
長
期
間
、
事
務
従
事

者
で
派
遣
を
す
る
。
な
お
、
町

内
の
定
点
、
学
校
、
上
水
道
、

生
活
環
境
の
中
で
の
放
射
能
測

定
も
継
続
を
し
て
実
施
を
す
る

予
定
で
い
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
に
お
け
る

　
　
　
　
　町
政
運
営
に
つ
い
て

総務QQAA

QQAA

QQQQ AAAA

箱根の森小学校

箱根町環境基本計画
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